
第１回 奈良交通路線バス

（北田原線）

利用促進に向けた三者協議

令和６年２月２１日（水）1９:00～＠南田原町集会所
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三者協議開催までの経緯について

令和５年１０月の各自治会回覧

北田原線の減便案への対応の協議➀

＠南田原自治会館

参加者：関係自治会役員様、奈良交通、市

各自治会回覧にて
利用促進の取組みの協力者募集

８／２２

１０月

６／２３

令和５年度

北田原線の減便案への対応の協議②

＠南田原自治会館

参加者：関係自治会役員様、奈良交通、市

２／２

北田原線三者協議開催に向けた事前

打合せ＠南田原自治会館

参加者：関係自治会役員様、奈良交通、市



交通事業者の実情を踏
まえつつ、必要な公共交
通サービスの地元意見や
ニーズを提示

収支均衡や収支改善に向けた
各路線の運行形態の見直し案
を提示

活性化
協議会

分科会

• 現在の、路線の利用状況や収支状況を把握し、目標を共
有する

• バスの運行に係る費用、バス利用実態、ニーズ等を踏まえ、
今後の路線のあり方を住民と協働で話し合う

• 路線の利用促進に向けて、住民ができることを話し合い、
出来るところから地域主体で利用促進活動を実行する

• 路線の利用促進に向けて、行政が支援できることを提案
する

• 三者協議で集約された地元意見・ニーズを踏まえ、収支均衡や収支改善に向け
た、各路線の運行形態の見直し案の検討（ルート、ダイヤ等）

• 路線バスの利用ができなくなる地区等の代替手段を検討
• 行政主導の利用促進策、中長期的な利用促進策を検討
• 路線毎の見直し案を取りまとめ

分科会から出された案の議決及び助言
利用促進活動への助言等

見直し案の提示

三者協議
＜富雄庄田線＞

三者協議
＜ひかりが丘住宅線
・生駒NT線＞

三者協議
＜北田原線＞

現在の協議体制
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奈良交通路線バス 北田原線について

路線名 運行系統

北田原線
起点 経過地 終点

生駒駅北口 新生駒台北口 北田原

運行回数（回）

平日 土曜日 日祝日

２３．０ ２０．５ ２０．５

北田原～南田原間の利用人数

平日 北田原線全体の19.6% 135.5人／日 3.0人／便

土日 北田原線全体の21.5% 80.0人／日 2.0人／便
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北田原線の減便案について

時間帯 現行便数 減便後 増減
利用者数
/１便※

５時台 １便 １便 増減なし ２．５人

６時台 ２便 １便 ▲１便 ７．３人

７時台 ３便 １便 ▲２便 ５．３人

８時台 ２便 １便 ▲１便 ４．０人

９時～
１７時台

１便 １便 増減なし ２．７人

１８時台 ２便 １便 ▲１便 ２，０人

１９時台 ２便 １便 ▲１便 ０．３人

２０時台 ２便 １便 ▲１便 ０．３人

２１時台 １便 ０便 ▲１便 ０．５人

合計 ２４便 １６便 ▲８便 ２．９人

生駒駅行き

時間帯 現行便数 減便後 増減
利用者数
/１便※

６時台 １便 １便 増減なし １．０人

７時台 ２便 １便 ▲１便 ４．３人

８時～
１２時台

１便 １便 増減なし ２．９人

１３時台 ２便 １便 ▲１便 ２．３人

１４時～
１５時台

１便 １便 増減なし ２．５人

１６時台 ０便 ０便 増減なし ―

１７時台 ２便 １便 ▲１便 ３．５人

１８時台 ２便 １便 ▲１便 ４．０人

１９時台 ３便 ２便 ▲１便 ３．８人

２０時台 １便 ０便 ▲１便 ４．３人

２１時台 ２便 ２便 増減なし １．８人

合計 ２２便 １６便 ▲６便 ３．１人

北田原行き

➡ 主に通勤・通学時間帯（朝７時台、

夕方１８時～２０時台）の減便
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※１便あたりの利用者数は令和５年６月の奈良交通(株)の

実態調査の平日数値（南田原以北の乗車数＋降車数）
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現行の運行を続けるための条件

現状での運行期限 令和７年３月(Ｒ６．３月の期限から１年間延長)

現行の運行を続けるための条件について

※R4年度実績値
目標人数17.6人/便（R４年度実績12.7人/便）
（R４年度見込み時点の数値は、目標人数17.3人/便（R４年度実績12.1人）

・北田原線の収支均衡

➡あと１便あたり4.9人/便※の利用増必要

・もしくは市内全体での収支均衡

➡市内全体で約３千万円の赤字
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市内全体での収支均衡に向けて

市内全体での収支均衡に必要な額 約３千万円

生駒市民全員が年に１回バスを利用した場合

➡身の周りから少しずつバスの輪を広げていくことが大切！

５０００人が毎月１往復バスを利用した場合

１２００人が毎週１往復バスを利用した場合（１年＝５２週）

生駒市の人口約１２万人 × 運賃２５０円※ ＝ 約３千万円
※生駒駅～新生駒台北口間の改定後運賃で算出

（参考：生駒駅～北田原＝運賃4９0円）

５０００人 × 運賃２５０円 × ２回 × １２か月 ＝ 約３千万円

１２００人 × 運賃２５０円 × ２回 × ５２週 ＝ 約３千万円
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北田原線の収支均衡に向けて

11

沿線人口（北田原町＋南田原町） ２,３３４人(R5.3.31時点) ※小学生は0.5人として計算

年間不足人数７９,２８２人 ÷ 沿線人口２,３３４人 ＝ １人当たり ３４回/年

地域ごとの人口は
オープンデータで
公表されています

１便当たりの増客数４．９人 × 年間運行便数１６，１８０便 ＝ 年間不足人数７９，２８２人

北田原線の収支均衡に必要な増客 １便あたり４．９人/便

北田原町と南田原町の全住民が利用すると

住人１人当たり３４回/年、 ２.８回/月バスに乗れば収支均衡を達成！



令和４年度１便当たりの利用実績推移について

収支均衡に必要な１便当たりの増客数 ＝ ４．９人

（１便当たり目標人数１７．６人 ー 実績１２．７人）
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利用促進の方向性について

朝６～８時台、夕方１７時～２０時台が減便となる案であるため、

通勤・通学の利用者を増やすことが、減便にならないための重要なポイント。

ターゲット

・ 通勤、通学利用者

・ 買い物、通院などの生活利用者

・ その他、イベントによる参加者など

車、バイク、自転車からバスへの切り替え呼びかけなど取組み例

店舗・医院に協力依頼して、バス利用者に買い物券などを配布取組み例

自治会でバス利用につながるイベントの企画など取組み例
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バス運賃100円DAY第１弾

実施日
令和５年８月３日（木）～５日（土）

※５日（土）は「いこまどんどこまつり」開催日

対 象 生駒市内の停留所で乗降するバス利用者

内 容
バス運賃を１乗車１００円に割引（現金のみ）

小学生以下は無料

効 果
８月５日（土） 「いこまどんどこまつり」開催日

北田原線で普段の４８％バス利用増

【イベント告知ちらし】

【登美ヶ丘イオンデジタルサイネージ表示】
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いこま周遊スタンプラリー

実施日 令和５年８月１日（火）～17日（木）

内 容
・生駒市内のバス停にスタンプポイント設置

・景品としてバスグッズプレゼント

冊子の
内容

スタンプラリー冊子内に以下掲載

・路線バスの現状周知、利用啓発

・路線バスの乗り方

・おすすめ観光スポットの案内

・生駒市内全停留所マップ

・市内の飲食店案内（特典付き）

・利用促進イベントについてのアンケート

結 果

景品交換人数 ２72名

アンケート回答者数 246名

・８０％以上の方が「バスが身近になった」

・７０％以上の方が「今後のバス利用を増やす」
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いこま路線バスまつり2023

実施日

令和５年８月５日（土）

※バス運賃１００円DAY対象日

※「いこまどんどこまつり」に合わせて開催

場 所 生駒駅北口ロータリー

内 容

・バス運転手なりきり記念撮影会

・オリジナルバス缶バッジ作り

・シーカくんとたけまるくんがやってくる

・バス利用促進アンケート

➡アンケート結果は別掲

効 果
来場者数 約９００名

オリジナルバス缶バッジ配布数 ３５４個

【オリジナルバス缶バッジ作り】

【バス運転手なりきり記念撮影会】
17



実施日
令和５年８月６日（日）

※「あとのまつり」に合わせてバスブース出展

場 所 生駒市役所東側駐車場

内 容

・バス運転手なりきり記念撮影会

・オリジナルバス缶バッジ作り

・バス利用促進アンケート

➡アンケート結果は別掲

効 果
来場者数 約600名

オリジナルバス缶バッジ配布数 238個

【オリジナルバス缶バッジ作り】

【バス運転手なりきり記念撮影会】
（ボンネットバス展示）
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いこま路線バスまつり2023



バス利用促進アンケート
＠いこま路線バスまつり2023

実施日 令和５年８月5日（土）～６日（日）

場 所 各イベントブース内

内 容

バス利用促進アンケート

①会場（生駒駅）までの交通機関は？

②路線バスの利用者を増やすにはどうしたら

いい？

結 果 198名の方から回答を得た。

【アンケート実施風景】
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バスの厳しい現状を伝える

既存イベントと

利用促進イベントをコラボ

バスでイベントに行くと

特典チケットがもらえる

バスでお店に行くと

素敵なサービスが受けられる

バスで公共施設に行くと

特典がもらえる

バスを支援する仕組み作り

（サポーター）

自治会がバス回数券を購入し

地元のイベントで配る

もっとデジタル活用する

（スマート決済など）

②路線バスの利用者を増やすにはどうしたらいい？
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①会場（生駒駅）までの交通機関は？

４２票
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７３票

5２票

30票
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バス運賃100円DAY第２弾

実施日
令和５年１１月３日（祝）～５日（日）

※５日（日）は「くらしのブンカサイ」開催日

対 象 生駒市内の停留所で乗降するバス利用者

内 容
バス運賃を１乗車１００円に割引（現金のみ）

小学生以下は無料

効 果
１１月５日（日） 「くらしのブンカサイ」開催日

北田原線で普段の４２％バス利用増

【イベント告知ちらし】

【生駒市HP掲載アイコン】
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くらしのブンカサイinいこま2023
バスブース出展

実施日

令和５年１１月５日（日）

※バス運賃１００円DAY対象日

※「くらしのブンカサイinいこま2023」に

合わせてバスブース出展

場 所 生駒商工会議所別館駐車場

内 容

・バスでエコにおでかけ（パネルクイズ）

・バススタンプラリー＠生駒駅

・奈良交通グッズ出張販売会

効 果
ブース来場者数 約２００名

景品バスカード配布数 ３０４枚

【オリジナルバス缶バッジ作り】

【バスでエコにおでかけ（パネルクイズ）】

【奈良交通グッズ出張販売会】

【バススタンプラリー＠生駒駅スタンプ台紙】

21



広報誌「いこまち」 バスでまちぶら掲載

実施日 令和５年４月号～

内 容

４月 あすか野地区の遊歩道（あすか野センター） １０月 往馬大社（中菜畑二丁目）

５月 稲蔵神社（稲倉） １１月 矢田丘陵遊歩道（あすか野団地口）

６月 長弓寺（真弓橋） １２月 住吉神社（お松の宮）

７月 くろんど池 e-bike（獅子ヶ丘団地口） １月 竹林園寒干し（上大北）

８月 イモ山公園（かえで通り中央） ２月 お化け灯篭（湯船）

９月 宝山寺参道（生駒駅南口）
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バスに乗ろうポスターコンクール➀
（ひかりが丘住宅・生駒ニュータウン線三者協議）

⚫ ひかりが丘住宅・生駒ニュータウン線
三者協議内で取り組む利用促進策ごと
グループを結成し、その中の「バスに
乗ろうポスターコンクール」グループ
が発案、実施。

⚫ 市内に住む小・中学生が冬休みに
バス利用啓発ポスターを作成。

⚫ 提出された作品数
低学年部門 ５４作品
高学年部門 ９作品
中学生部門 ２２作品

24

（うち生駒台小学校
から１６作品）



バスに乗ろうポスターコンクール②
（ひかりが丘住宅・生駒ニュータウン線三者協議）

⚫ たけまるホールでの
展示・投票受付中
２月２０日１２時～
３月１日１５時まで
（２月２４日、２６日
はのぞく）
➡一般投票も含めた
表彰式を３月下旬
に予定しています。

⚫ 生駒市役所正面玄関
前展示
３月４日～２２日
１３時まで 25

たけまるホールでの展示の様子



コミュニティバス鹿ノ台線の買い物補助券
（鹿ノ台地区）

⚫ 鹿ノ台自治連合会では、コミバス鹿ノ
台線を利用し、いきいきホール前（停留
所）で乗降された方に「スーパーいそか
わ」の買い物補助券をプレゼント。

⚫ 買い物補助券が１０枚たまると５０
０円分の買い物券と交換可能。

⚫ 自治会が直接「スーパーいそかわ」
に協力依頼して実現。
（買い物券はいそかわ様が負担）

⚫ 実施後、最寄り停留所の利用者
➡４８％増（利用者1日平均３.９人） 26



コミュニティバス鹿ノ台線のチューリップ・ユ
リ鑑賞（鹿ノ台地区）

⚫ 鹿ノ台自治連合会では、コミバス鹿ノ
台線を利用し、４月に２回、鹿ノ台オー
プンガーデンでチューリップの鑑賞会
を実施し、合計４２名が参加。
６月に２回、同じく鹿ノ台オープンガー
デンでユリの鑑賞会を実施。

⚫ 参加者には「いきいきホール・サロ
ン」のコーヒー券をプレゼント

⚫ 実施日にコミバス利用が増加し、特
に４月１４日には、普段の２倍のコ
ミバス利用があった。
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自治会による乗車券販売
（長野県上田市）

⚫ 長野県上田市の町内会では、鉄道路
線の存続のため、通常よりも割引率
の高い回数券を自治会を通じて住民
に購入の依頼を行っている。

⚫ 路線の年間収入の約1割が自治会に
よる売上となり、路線継続に欠かせ
ない収入源となった。

⚫ 自治体は広報誌への掲載や回覧の実
施など広報支援を行っている。
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共通乗車券の販売と買い物客への進呈
（富山県高岡市）

⚫ 富山県高岡市では路線存続に向けて、
地元商店街組合と商店らが協力し、
買物客への乗車券進呈の取り組みを
行った。

⚫ 現在では交通事業者が乗車券進呈
サービスを公式に取り入れている。

共通乗車サービス券
加盟店ステッカー
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住民（町内会）によるイベント開催
（長野県上田市）

⚫ 長野県上田市では、住民（町内会）ら
が路線の利用促進を目的に定期的な
イベントを実施している。

⚫ イベントの参加費に乗車券が組み込
まれており、イベント内容も路線と関
連したものにすることで利用促進を
実現している。

⚫ 自治体はHPや広報誌での情報提供、
観光ポスターへの写真掲載などの面
で協力を行っている。
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住民が回数券を自主的に購入
（青森県鰺ヶ沢町）

⚫ 青森県鰺ヶ沢町では路線バスの存続
のため、住民が回数券を購入するほ
か、運行費用の一部を負担（２千円/
月・約60世帯）している。

あじがさわまち
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市民･企業よりサポーターを募る
（栃木県佐野市）

⚫ 栃木県佐野市では協議会がコミュニティバスの活性化のため、バ
ス・エコサポーターズを発足し、会員費を集めることで存続のため
の費用を賄っている。

【年会費の内訳】
個人会員 ：5,000円
子ども会員 ：3,000円
法人会員 ：10,000円

【会員特典】
乗車券の割引など
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自治会による利用者アンケートの実施
（山口県防府市）

⚫ 山口県防府市の玉祖自治会では、デマンドタクシーの再編にあたり、
地域住民を対象としたアンケートのほかに利用者を対象とした詳細ア
ンケートを実施。

⚫ アンケートでは利用回数や乗り継ぎの有無、利用意向など再編の検討
につながる情報を収集。
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今後の進め方の話し合い①

今後の進め方の話し合い②

自治会回覧・協力者募集

今後の予定

８／２２

１０月

６／２３

３月末～
４月頭

（取組みの試行）

本日

令和５年度

北田原線三者協議開催に向
けた事前打合せ

２／２

利用促進取組み検討

第２回 北田原線三者協議 情報共有

(適宜)

活性化
協議会

２／２１ 第１回 北田原線三者協議


